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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、原油安や円安を背景に緩やかに企業収益は拡大しているものの、

消費税増税や物価高の影響による個人消費が低迷しており、先行きが不透明な景況が続いております。

 このような経営環境のもと、当社は「顧客満足の追求と基本行動の徹底」「ネットとリアルの融合に向けた施策」

「新たな収益創造」に注力し、経営効率の向上に努めました。

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高6,019百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益189百万円

（同8.7％減）、経常利益227百万円（同9.5％減）、四半期純利益91百万円（同30.4％増）となりました。

 

 セグメントごとの状況は次のとおりであります。

 

＜店舗運営事業＞

 当事業につきましては、スペースクリエイト自遊空間の認知及び自遊空間ブランドの更なる向上に努めるととも

に、協力企業とコラボレーションした女性専用エリアやトーキールーム等の今までに無い新しいスタイルの店舗開

発、店舗でのダーツやビリヤードのプロプレイヤーを招致したイベントの運営、店舗間のダーツ対抗戦形式の大会

「頂点-TEPPEN-」の開催、フードメニューの開発強化、設備投資による店内環境改善等を実施いたしました。また、

スマートフォン向けアプリ「自遊空間とくとくクーポン」を用いてお客様の利便性向上と店舗への送客に注力してお

ります。

 当第３四半期会計期間末時点では182店舗（直営店舗68、FC加盟店舗114）となりました。

 以上の結果、当セグメント全体の売上高は5,451百万円（前年同期比4.8％増）、セグメント利益は421百万円（同

15.5％増）となりました。

 

＜不動産事業＞

 当事業につきましては、不動産賃貸物件の適切な管理に注力し、計画通りの売上推移となりました。

 以上の結果、当セグメント全体の売上高は310百万円（同16.4％減）、セグメント利益は69百万円（同19.1％減）

となりました。

 

＜その他事業＞

 その他事業としてシステム等の外販事業及びメディア広告事業を運営しております。システム等の外販事業では、

入会システム・会員管理システム等を販売しており、新たな収益創出に向けた展開を実施しております。

 メディア広告事業では、主に自遊空間店内外における広告営業やスマートフォン向けアプリの開発及びアプリを活

用したサービスを実施しております。2014年10月にスマートフォン向けパズルゲームアプリ「どうぶつのオーケスト

ラ SMASH×SMASHⅡ」iPhone版をリリースいたしました。同12月Android版をリリースし、ゲームを遊ぶと自遊空間店

舗がお得に利用できるクーポンが発行されるキャンペーン等を継続的に展開しております。

 以上の結果、当セグメント全体の売上高は257百万円（同21.8％増）、9百万円（前年同期は29百万円の利益）のセ

グメント損失となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期会計期間末における流動資産は、1,535百万円となり、前事業年度末に比べ108百万円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が92百万円増加したことなどによるものであります。 

 固定資産は3,501百万円となり、前事業年度末に比べ18百万円増加いたしました。これは主に、建物及び構築物が

21百万円、工具、器具及び備品が51百万円増加したことなどによるものであります。

 この結果、総資産は、5,036百万円となり、前事業年度末に比べ127百万円増加いたしました。

- 2 -

平成27年６月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



（負債）

 当第３四半期会計期間末における流動負債は、1,367百万円となり、前事業年度末に比べ15百万円減少いたしまし

た。これは主に、資産除去債務が20百万円減少したことなどによるものであります。

 固定負債は1,677百万円となり、前事業年度末に比べ52百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金が16百

万円増加したことなどによるものであります。

 この結果、負債合計は、3,044百万円となり、前事業年度末に比べ36百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は、1,991百万円となり、前事業年度末に比べ90百万円増加いたしま

した。これは主に利益剰余金が91百万円増加したことなどによるものであります。

 以上の結果、自己資本比率は、39.5％（前事業年度末は38.7％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 新規事業として、2015年７月にアミューズメントカジノ店舗を新宿にオープン予定です。同店舗は自遊空間グルー

プのノウハウを活かしたコミュニケーションクリエイトをコンセプトとした完全会員制の店舗で、自遊空間の会員証

でもご利用頂けるシステムとなる予定です。お客様同士やカジノディーラーとの円滑なコミュニケーションを促進で

きるよう、安心・安全・健全な運営を重視したアミューズメント施設となります。

 通期の業績予想については、上記店舗を含めた出店計画や店舗売上高に与える影響や開発中の新製品及びサービス

の運用時期の変動などの不確定要因があるため、現時点においては前回予想通りとし、修正は行っておりません。な

お、数値が確定した結果、適時開示基準に該当し、開示の必要が生じた場合には速やかにお知らせいたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実 

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 790,281 882,554 

売掛金 167,881 218,200 

商品及び製品 171,456 183,326 

原材料及び貯蔵品 44,467 41,724 

その他 254,429 212,146 

貸倒引当金 △2,123 △2,641 

流動資産合計 1,426,393 1,535,311 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 999,746 1,021,323 

工具、器具及び備品（純額） 288,483 340,275 

土地 769,143 769,143 

建設仮勘定 63,418 1,458 

有形固定資産合計 2,120,791 2,132,200 

無形固定資産 221,008 218,585 

投資その他の資産    

敷金 897,288 902,060 

その他 299,890 302,032 

貸倒引当金 △56,910 △53,879 

投資その他の資産合計 1,140,269 1,150,213 

固定資産合計 3,482,069 3,501,000 

資産合計 4,908,462 5,036,311 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 155,949 194,661 

短期借入金 250,000 250,000 

1年内償還予定の社債 20,000 10,000 

1年内返済予定の長期借入金 468,728 474,648 

未払法人税等 40,486 75,478 

引当金 － 19,500 

資産除去債務 23,584 2,834 

その他 424,500 340,274 

流動負債合計 1,383,249 1,367,396 

固定負債    

社債 10,000 － 

長期借入金 1,191,576 1,208,523 

資産除去債務 182,927 191,210 

その他 239,992 277,466 

固定負債合計 1,624,496 1,677,200 

負債合計 3,007,745 3,044,596 

純資産の部    

株主資本    

資本金 803,314 803,314 

資本剰余金 841,559 841,559 

利益剰余金 279,786 371,463 

自己株式 △23,969 △23,969 

株主資本合計 1,900,691 1,992,368 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 26 △654 

評価・換算差額等合計 26 △654 

純資産合計 1,900,717 1,991,714 

負債純資産合計 4,908,462 5,036,311 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 5,783,670 6,019,427 

売上原価 4,887,003 5,069,717 

売上総利益 896,667 949,709 

販売費及び一般管理費 689,439 760,486 

営業利益 207,227 189,223 

営業外収益    

受取利息 1,944 1,668 

販売手数料収入 59,651 43,391 

その他 4,206 9,657 

営業外収益合計 65,802 54,717 

営業外費用    

支払利息 18,700 14,902 

その他 2,414 1,128 

営業外費用合計 21,114 16,031 

経常利益 251,915 227,909 

特別利益    

固定資産売却益 3,093 350 

資産除去債務戻入益 7,090 － 

賃貸借契約解約益 － 5,392 

特別利益合計 10,183 5,742 

特別損失    

固定資産売却損 898 － 

固定資産除却損 1,796 1,135 

店舗閉鎖損失 42,257 － 

減損損失 36,333 26,421 

その他 5,290 － 

特別損失合計 86,576 27,556 

税引前四半期純利益 175,522 206,095 

法人税等 105,208 114,417 

四半期純利益 70,313 91,677 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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